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　「ニューズウィーク日本版」2005年4月13日号を拝見し、私たちを中傷する記事のあまりにもセンセーショナルな書き方に唖然としました。そこで、私たちの友人を始め、真実を望まれる皆さんのために、この手紙を公開させて頂きます。

　記事の内容もさることながら、表紙と目次も含めて「カルト」という言葉が６回も使われていることに、私たちに対する山田様の偏見が顕著に現れています。

　また、元メンバーが言うことは、私たちへの確認が一切ないまま事実として扱われているのに対し、私たちが提供した資料については、メンバー数に関しても、裁判官や教育者、心理学者らの専門的判断に関しても、単なる「主張」とされています。意図的な情報操作の跡が伺えるこのような記事は、読者に誤った先入観と偏見を与えます。

 そもそも、今回の記事に関する資料や回答を私たちに求めることを一切せず、一方からの話だけを元に記事を完成させようとされたのは、なぜなのでしょうか。窓にフィルムを貼った車中に潜み、最後まで顔を出さず、こちらから求められるまで名前すら名乗らず、真の取材目的や記事の内容をひた隠しにし、関係のない幾つかの情報を求めることで「こうしてそちらにも連絡しているのだから、公平である」と主張し、かつ「返事がなければ、そのまま記事を出す」との脅迫めいた言葉までかけることは、報道倫理に悖るのではないでしょうか。
　私たちが記事の発行に先立って自主的にお送りした資料の中で、すでに記事の内容に対する回答となっているものが多くありますので、それらの情報が山田様によっていかに無視されたかを皆様に知って頂きたく、ここで繰り返させて頂きます。（山田様および山田様が同行された雑誌社にお送りした手紙は、「某雑誌社への手紙」としました。）
●リッキー・ロドリゲスの殺害したアンジェラ・スミスが、ロドリゲスの「育ての親」または「養母」であったと三度も書かれていることについて：

　確かに、育ての親を殺害するというのはスキャンダル性があり、注目を浴びる助けとなるのかも知れません。しかし、こちらからお送りした資料の二件に、次のようにはっきりと説明されているのを、どうして無視されたのか理解に苦しみます。

　「アンジェラが子供の頃のリッキーを世話していたと主張されていますが、それは事実ではありません。」（アンジェラ・スミスとリッキー・ロドリゲスの死に関する声明文）

　「事実関係を明確にしたいと思いますが、アンジェラ・スミスは、子供の頃のロドリゲスの「ベビーシッター」や「養母」ではありませんでした。」（［ファミリー・インターナショナルのスポークスパーソンである］クレア・ボロウィックによる概要説明）

●ロドリゲスの犯行は、スミスなどから虐待を受けたためであるとの結論について：

　「リッキー・ロドリゲスは、教育やその他の関心事を追求するために、2000年にファミリーを円満に脱退しました。しかし、後に母と妹に反感を抱くようになりました。ファミリーに対して容赦ない非難を浴びせる一部の背教者［宗教団体から離れて、その教えや実践に完全に反対するようになった人］たちと連絡を取るようになって、彼は暴力的な性向を現すようになりましたが、彼が暴力行為を行おうとしていたことを知っていた人たちは、そのことを当局に報告したり、助けを求めることをしませんでした。」

　「ロドリゲスは、ファミリーを激しく非難する元メンバーたちと接触するようになってから、その人生の最後の数年間に、何度か自分の考えを公に表明しましたが、子供の頃にアンジェラ・スミスから虐待を受けたと述べたことは一度もありません。」（クレア・ボロウィックによる概要説明）

　また、ロドリゲスの子供時代の写真が記事中に掲載されており、写真説明に「幸せそうな父子　教祖のデービッド・バーグ（右）と子供時代のロドリゲス」とあります。この確かに幸せそうな子供が、虐待を受けているように見えるでしょうか。

　ロドリゲスの写真や思い出が掲載されたホームページがありますが、どの写真を見ても、彼が幸せな幼少時代を送ったことを物語ります。（www.rickyrodriguez.com） また、彼をよく知っていた人はみな、彼はとても思いやりにあふれた、快活で幸せな青年であったと証言しています。（www.myconclusion.com）　しかし、「クレア・ボロウィックによる概要説明」にあるように、ファミリー・インターナショナルを中傷する者たちのグループと連絡を取ったり、彼らのホームページの掲示板に参加したりするようになってから、性格が変わってきました。

　「この悲劇的な犯罪の動機を追及する際に、スミスの死を軽くあしらって、明らかに精神の不安定な青年が見当違いの怒りを行動に移したことを正当化することがないよう、報道関係者の皆さんには、細心の注意を払われるよう強く求めます。この社会には暴力が氾濫しています。メディアを通して目にする暴力に触発されて、自ら暴力的犯罪を犯す人が数多くいることは、周知の事実です。そのような人々は、インターネット上で、様々な暴力行為について匿名で話し合うことができます。このような犯罪が、特に宗教グループによく見られるということはありませんし、実際、ファミリーのコミュニティーでは、そのような暴力はショッキングな出来事であり、全く例がありません。」（クレア・ボロウィックによる概要説明）

　「あの［犯行声明］ビデオでは、彼がかなりの精神障害になっていたことは明白で、身の毛がよだちました。あれが、私の知っていた兄だとは信じられなかったほどです。しかし、彼のしたことを正当化することに精力を傾けている人たちがいるということ、それどころか、彼のしたことを喜んでいる人までいるということは、私を甚だしく悩ませます。」（リッキー・ロドリゲスの妹、テッチーからの声明）

　「［ファミリーへの中傷を目的とするホームページ（掲示板）の書き込みについて：］　暴力を容認するばかりか、彼の母親には『当然の報い』だとか、『無神経と思われるかもしれないけど、別にいいじゃないか。どうせ死ぬんだったら、あのクズどもを一人ぐらい道連れにしたって。残念だったのは、一人しか殺せなかったことだ』などといった書き込みをしています。また、こう書いた人もいます。『ああ、これはひどい出来事だけど、正直言って、ファミリー・メンバーや以前彼を虐待した人が死んだってかまうもんか。あの女が殺される時に、ちゃんと理由を知ってて死んでいったのだといいけど』　『リッキーの場合、殺したって、親指に刺さったトゲを抜くようなものさ』。　これらの人々が公にこのような発言をしていること、そればかりか、この元メンバーのサイト管理者たちがこのような発言をサイトに残したままにして、それを助長していることに、私たちはショックを受けています。」（アンジェラ・スミスとリッキー・ロドリゲスの死に関する声明文）

　私たちは、このような過激な書き込みが平然となされ、また削除することもなくそのまま残されるようなホームページ（掲示板）の参加者に、山田様が直接（または間接的に）取材依頼をされたという話を聞きました。もしそうであるとすれば、その情報源をもう少しよく吟味されるべきではないのでしょうか。

●ファミリーが児童虐待を奨励しているとの主張について：

　「ファミリー・インターナショナルは、未成年に対する虐待を一切容認しないという方針を取っています。ファミリーは、子供に対して身体的あるいは性的な虐待行為を行ったことがわかった大人は誰でも即刻、除名し、破門にします。」（クレア・ボロウィックによる概要説明）

　「［イギリスの親権裁判にて裁判官が下した判決：］・・・ファミリーが1986年以来、性的虐待を根絶し、大人と子供、あるいは大人とティーンエージャーの間のいかなる不適切な接触も防ぐという断固たる努力を継続していることに、私は完全に満足している。現在、ファミリー内において、ファミリーの外部以上に児童虐待が起こっているという証拠は何もない。」（クレア・ボロウィックによる概要説明）

●ファミリー内で虐待を受けたと主張する元メンバーについて：

　「ほとんどの元メンバーは、ファミリー・インターナショナルでの経験を良き思い出としてとらえ、引き続き私たちと連絡を取る人も少なくありません。しかし、私たちに敵対する行動を始め、他の元メンバーにも自分たちの活動に加わるよう強く説得している人もいます。残念なことに、そのような誹謗者と交わる元メンバーの中には、その影響を受けて、虚偽の、あるいは誇張された非難をファミリー・インターナショナルに浴びせるようになった人もいます。」

　「日本でも、虐待を受けたと主張する元メンバーがいることを把握しています。もし、それが実際に起きたことであれば、私たちはそれを残念に思います。しかし、中には、かなり誇張された話や、さらには全くの作り話もあることを私たちは知りました。おそらく、ダニエル・ロゼルと同じく、何らかの思い込みか誤った非難である可能性もあります。海外では、虐待されたとあちこちに触れ回ったあげく、後になってから、それは嘘であったと認めた人もいます。ですから、もしそのような元メンバーからの話をお聞きになったのであれば、それを鵜呑みになさらないようお願いいたします。」（2005年4月3日付、某雑誌社への手紙）

　上の手紙で述べましたように、そのような元メンバーが実際に虐待を経験したのであれば、私たちはそれを誠に残念に思いますし、それは起こるべきではありませんでした。また、ファミリーに在籍中、何らかの不適切な経験をした可能性のある元メンバーに対して、正式な謝罪文が発表されています。

　「1993年以来、ファミリーの管理運営部門は、元メンバーおよび現メンバーにあてて、ファミリーでの経験に関する一切の不満について正式な謝罪文を・・・発表しました。ファミリーのリーダーシップはそれらの謝罪文の中で、個人が過去に、しつけや教育に関して疑問を生じさせるような行為をした場合について、あるいは、いかなる形であれ性的不品行を行った可能性がある場合について、正式に取り上げました。」（クレア・ボロウィックによる概要説明）

　社会は、それぞれ自己の意志を持った人間の集まりであるため、誰であれ虐待その他の問題が起こるのを完全に防ぐことはできません。しかし、ファミリー・インターナショナルのコミュニティーでは、そのような不適切な行為を防ぐために確固たる予防措置を取っているため、その危険性は著しく低いことが証明されています。一般の家庭や学校、また路上や商店街、その他の場所よりも、ファミリー・インターナショナルのコミュニティーの方が虐待の危険が高いなどということは全くありません。

　「虐待行為を一切容認しないという方針は、ファミリーのコミュニティーにいる未成年を虐待からしっかり守っています。そのことは、1990年代前半、元メンバーがアルゼンチン、フランス、スペイン、オーストラリアの当局に対し、ファミリー・ホームの子供たちは虐待を受けていると虚偽の告発をした時にも確認されました。当時、彼らの虚偽の情報に基づいて、それら４ヶ国のファミリーのコミュニティーは、警察による未明の家宅捜索を受けました。現在なされているのと同じ主張が、この強制捜査を引き起こしたのでした。」

　「ファミリーが子供を守り、その福利のために徹底した努力をしていることは、裁判所からの任命による調査や独立した調査の結果により証明されています。1990年代の前半に行われた前述の強制捜査では、ファミリーのコミュニティーにいる600人以上の子供たちが綿密な身体検査、心理テスト、教育テストを受けました。その結果、子供たちは全員健康であることが明らかになり、虐待の痕跡は全く発見されませんでした。」（アンジェラ・スミスとリッキー・ロドリゲスの死に関する声明文）

　この件に関して、私たちの提供した資料に対する疑いを持っておられるようでしたら、それがどこの裁判所で行われたのかが資料に記載されていますし、裁判の結果は裁判所の記録に残されていますので、お調べになることも出来たはずです。
　なお、山田様は、裁判ざたが増えたために、私たちが性的虐待を禁止したとの元メンバーの主張を載せています。しかし、実際には、上記の裁判が起きたのは1990年代前半であり、性的虐待が破門に値することが明記されたのは、それ以前のことです。これは、先日山田様にお送りした資料の幾つかに明確に説明されていることです。また、元メンバーもこのことは承知しているはずですので、はたして山田様が正確な引用をなされているのか、疑問です。少なくとも、こちらからお送りした資料にある年数に気を留められなかったのでしょうか。

●「どんな形であれ、セックスは神との愛の行為として奨励されていた」との、1999年に脱退した元メンバーの主張について：

　「1970年代の後半、ファミリーの創始者であるデービッド・バーグほか数人が、セックスは神が創造した自然な行為であり、抑圧されたり、罪の意識を感じたりせずにそれを行うことができるという趣旨の記事を幾つか出版しました。・・・［しかし］1986年、デービッド・バーグとマリア・デービッドは、それまで未成年のための厳しい保護策が実施されていなかったことに気づき、未成年との性的行為を禁じ、保護手段を実施しました。1988年、デービッド・バーグは、自身の執筆物も含め、未成年との性的行為が容認されているようなことを少しでも示唆するような文書をすべて破棄しました。そのような文書はすべて、ファミリーのコミュニティーから処分されました。そして、デービッド・バーグは成人と未成年との間の性的行為は一切容認されないことを明確に述べました。それ以来、ファミリーは、そのような行為は即座の破門に値することであるとしてきました。」（アンジェラ・スミスとリッキー・ロドリゲスの死に関する声明文）

　私たちに無許可で掲載された「The Devil Hates Sex」（悪魔はセックスを嫌っている）のイラストは、山田様の説明にあるような「ポスター」ではなく、メンバー向け出版物からのものです。そこには罪を犯す前のアダムとエバが描かれており、神がふたりに向かって「生めよ、増えよ」と語られています。これらはすべて聖書から取られており、性は神が創造された自然な行為であることを示すものです。この出版物の要旨は、性は神によって創造されたものであって、本来、神が意図されたように真の愛を持って行われるならば、清く、また美しいものであるにも拘らず、悪魔はポルノや倒錯などによってそれを汚し、かつ性自体も汚らわしいものであるように思わせていると言うことです。

　また、性に関して、ファミリー・インターナショナルはリベラルな考え方をしているところもありますが、それは決して「フリーセックス」ではなく、また「どんな形であれ、セックスは神との愛の行為として奨励されて」いるという主張も、真実ではありません。人を傷つけるような行為は禁じられており、他のどんな行動とも同様に、愛と思いやりを持って行われなければなりません。関係者の同意なしに行われたり、強制されたりするべきでもありません。ましてや、未成年者が虐待されるべきではありません。

　これらの点をはっきりさせるために、ファミリー・インターナショナルは、様々な予防策を講じてきました。特に、1980年代後半から1990年代前半にかけて、それ以前に出版された文書はすべて入念に吟味され、未成年との性的行為が容認されるかのような誤解を受ける可能性のある出版物は処分されました。

　ちなみに、山田様は「３歳のロドリゲスの初めての性交の様子」と書かれていますが、３歳の子に性交ができると、本当にお考えなのでしょうか。

●第二世代のメンバーが脱退する際の支援について：

　「ファミリー内で育てられた若者が、一般社会でのライフスタイルを選んだ場合のために、親は子供をそうした選択のためにも備えさせるべきであることを、ファミリーは認識しています。ファミリーの『憲章』、および幾つかのメンバー向け出版物では、子供が私たちのグループを出る場合、互いに親しく、大事に育てられ、かつ信仰に基づいたサポート・システムから、自立した世間一般のライフスタイルへの移行が、子供にとって困難になりうるため、親たちに対して、その移行期に子供を助ける責任を果たすように忠告しています。」（クレア・ボロウィックによる概要説明）

●私たちが、子供達に教育は必要ないと考えている、との山田様の主張について：

　「子どもは、愛情深く世話をするようにと与えられた、神からの贈り物だと、私たちは信じています。ですから、子どもに、年齢と能力に応じた適切な教育を与えるよう最大限の努力を払うことは親としての義務だと考えます。多くの場合、家庭を基盤としたホームスクーリングという学習形態を選択し、親が子どもの教育や訓練に大いにかかわっています。（こうした教育方法を取り入れているのはファミリーだけではありません。世界中で何百万人もがホームスクーリングで教育を受けています。日本でも近年、積極的にホームスクーリングを選択する家族が増加しており、ホームスクーリングを支援する団体もいくつか設立されています。）」

　「一般教科の学習、実用的な技能訓練、クリスチャンとしての心の教育、体育、遠足その他の活動など、多面的な教育を与えるべく努めています。また、国際的な視野を持って、幼児期から英語教育にも力を入れ、バイリンガルの子供の養育を目指しています。」（2005年4月3日付、某雑誌社への手紙）

　なお、ホームスクーリングについては、各コミュニティーが地元の学校や教育委員会の方々と相談し、ご理解を頂いた上で行っています。
　また、「世界のどこの施設でも子供には英語しか教えない」というのは事実に反しています。

●私たちが、「世間から隔離」され、「息を潜めて」いるとの主張について：

　「地域の催しに出席したり、高齢者ホームや養護施設などを訪問したり、色々な国の人と交流したり、国内外でのボランティア活動に参加したりすることなどを通して、子供や若者が他の人への理解や思いやりの心をもち、コミュニケーションや問題解決の能力を発達させるよう助けることも、ファミリー・インターナショナルの教育の大切な部分となっています。」（2005年4月3日付、某雑誌社への手紙）

　「［ファミリー・インターナショナルの４つの主要目標より］　１．神の言葉にある、愛、希望、救いのメッセージ、命を与えるメッセージを、人々と分かち合い、イエス･キリストを個人的な救い主として知る喜びを伝えること。

　「４．心の励ましとなる劇やコンサートなどの慈善興行、被災地での救援ボランティア活動、また、恵まれない人々に慰めや、物資面での支援の提供を行うことを通して、積極的に人々に助けの手をのべること。」（2005年4月3日付、某雑誌社への手紙）

　このような活動を、「息を潜め」、「世間から隔離」された状態で行えるでしょうか。

　他にも多くの虚偽の非難や一方的な主張が記事の中で繰り返されており、そのすべてを取り上げれば、枚挙にいとまがありません。しかし、すでに先回送られた資料からだけでも、私たちからの説明がこれだけ見つけられるにもかかわらず、なぜそれを無視されたのか、私たちには理解しがたいことです。

　なお、「アメリカでも、児童に対する犯罪の容疑でFBI（米連邦捜査局）が捜査に乗り出した」というダニエル・ロゼルの言葉を引用されていますが、そのように重大な発言を記事にされる前に、裏付けは取られたのでしょうか。確かに、誹謗者グループがFBIに対して、ファミリー・インターナショナルを捜査するように働きかけているとの情報は、私たちも誹謗者グループ自体から耳にしています。しかし、人に対する苦情を当局に申し立てることは誰にでもできるものの、その苦情が必ずしも真実に基づいたものであるということはありません。また、誹謗者グループの苦情について、FBIからファミリー・インターナショナルのコミュニティーやメンバーへの問い合わせや事情聴取などは、いまだにありません。

　他の主張や推測と同様、この件に関しても、確かな裏付けを取ることなく記事にされたのでしょうか。

　一流報道会社の記者でいらっしゃるわけですから、その名にふさわしい行動をお願いいたします。

2005年4月12日

ファミリー･インターナショナル日本連絡所

担当　成田浩美

追伸：　リッキー・ロドリゲスの叔母であるジニー・ザービー・デーヨー（ファミリー・インターナショナルのメンバーではありません）からの声明がありますので、参考のためにお送りいたします。

